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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシン型通信デバイスに関連する通信を最適化するための方法であって、
　第１のユーザー機器（ＵＥ）がセル再選択測定を実行することであって、前記第１のＵ
Ｅは第２のＵＥを含むマシン型通信デバイスのグループのメンバーである、ことと、
　セル再選択基準が満たされるときに、前記セル再選択測定に基づいて前記第１のＵＥが
セル再選択を実行することと、
　前記セル再選択の実行の後、ある期間内において前記第１のＵＥが確認メッセージにつ
いてソース・セルを監視することであり、前記期間が満了する前に前記確認メッセージが
受信されるとき、前記第１のＵＥはネットワークにセル・アップデートを送信することを
差し控え、前記確認メッセージは前記第２のＵＥからのセル・アップデート・アップリン
ク送信に基づく、ことと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記期間が満了する前に前記確認メッセージが受信されないとき、前記第１のＵＥはネ
ットワークにセル・アップデートを送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１のユーザー機器（ＵＥ）であって、少なくとも部分的に、
　セル再選択測定を実行し、前記第１のＵＥは第２のＵＥを含むマシン型通信デバイスの
グループのメンバーであり、
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　セル再選択基準が満たされるときに、前記セル再選択測定に基づいてセル再選択を実行
し、
　ある期間内において確認メッセージについてソース・セルを監視し、前記期間が満了す
る前に前記確認メッセージが受信されるとき、前記第１のＵＥはネットワークにセル・ア
ップデートを送信することを差し控え、前記ソース・セルは前記セル再選択の実行後に監
視され、前記確認メッセージは前記第２のＵＥからのセル・アップデート・アップリンク
送信に基づく、
ように構成された第１のＵＥ。
【請求項４】
　前記期間が満了する前に前記確認メッセージが受信されないとき、前記第１のＵＥはネ
ットワークにセル・アップデートを送信する、請求項３に記載の第１のＵＥ。
【請求項５】
　前記第２のＵＥはマシン型通信デバイスの前記グループのためにアクションを実行する
ように構成された、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＵＥはマシン型通信デバイスの前記グループのためにアクションを実行する
ように構成された、請求項３に記載の第１のＵＥ。
【請求項７】
　前記第１のＵＥは特別ではないＵＥであり、前記第２のＵＥは特別なＵＥであり、
　前記特別なＵＥは同じグループの代りに手順を実行し、
　前記特別ではないＵＥは同じグループのＵＥの代わりに手順を実行しない
、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＵＥは特別ではないＵＥであり、前記第２のＵＥは特別なＵＥであり、
　前記特別なＵＥは同じグループのＵＥの代わりに手順を実行し、
　前記特別ではないＵＥは同じグループのＵＥの代わりに手順を実行しない、請求項３に
記載の第１のＵＥ。
【請求項９】
　前記第１のＵＥは、前記第１のＵＥが前記確認メッセージについて前記ソース・セルを
監視している間、セル・アップデート・アップリンク送信が送信されることを防止する
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＵＥは、前記第１のＵＥが前記確認メッセージについて前記ソース・セルを
監視している間、セル・アップデート・アップリンク送信が送信されることを防止する
、請求項３に記載の第１のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、マシン型通信デバイスのためのグループ手順に関する。
【背景技術】
【０００２】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１０年４月２日に出願された米国特許仮出願第６１／３２０，３７６号
に基づき、その優先権を主張するものであり、この仮出願の内容は、その全体が参照によ
り本明細書に援用される。
【０００３】
　マシン型通信（ＭＴＣ）は、通信するために人間の介入を必ずしも必要としない１つま
たは複数のデバイスまたはエンティティを含み得るデータ通信の形態である。それぞれの
通信ネットワークは、任意の数のＭＴＣ対応デバイスを含み得る。計量デバイスまたは追
跡デバイスは、ＭＴＣデバイスの典型的な例である。本明細書において使用されるとき、
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用語、ユーザ機器（ＵＥ）は、ＭＴＣデバイスを含む可能性がある。
【０００４】
　ＭＴＣデバイスの能力は様々であり、ＭＴＣデバイスの能力は、１つまたは複数のＭＴ
Ｃアプリケーションの要件に応じて決まりうる。マシン型通信の特徴のカテゴリは、時間
制御、タイムトレラント（Ｔｉｍｅ　Ｔｏｌｅｒａｎｔ）、パケット交換（ＰＳ）専用、
オンラインの小容量データ送信、オフラインの小容量データ送信、モバイル起源専用（Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｏｒｉｇｉｎａｔｅｄ　Ｏｎｌｙ）、低頻度なモバイルの終了（Ｉｎｆｒｅ
ｑｕｅｎｔ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ）、ＭＴＣの監視、オフラインの指示
、ジャミングの指示（Ｊａｍｍｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）、優先度警報メッセージ
（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ａｌａｒｍ　Ｍｅｓｓａｇｅ）（ＰＡＭ）、特に低い電力消費、セ
キュアなコネクション、位置に特有のトリガ（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｔ
ｒｉｇｇｅｒ）、ならびにグループに基づくポリシー決定およびグループに基づくアドレ
ス指定を含むグループに基づくＭＴＣの特徴のうちの１つまたは複数を含み得る。
【０００５】
　使用されているＭＴＣデバイスの数は、例えば、Ｍ２Ｍの配備と共に急速に増える可能
性がある。ユーザ機器（ＵＥ）用に設計された現在の手順は、ＵＥのグループに対して最
適化されていない可能性がある。例えば、不必要に多い位置情報が、グループ内の各ＵＥ
によってネットワークに送信されると、高いシグナリングの負荷および不必要なＵＥのバ
ッテリの消費をもたらしうる。場合によっては、ＵＥは、グループとして一緒に移動して
いるかまたは一緒に共存する可能性があり、その場合、セルの更新および位置登録（もし
くはＲＡ／ＴＡ）の更新を含むモビリティ、またはＲＲＣの確立などの特定の手順をトリ
ガすることが、無線インターフェースおよびネットワーク自体の不必要に過剰なシグナリ
ングおよび過負荷を引き起こす可能性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　マシン型通信デバイスに関連する手順を最適化するためのシステム、方法、および手法
が、開示される。個々のＵＥが、一緒にグループ化され得る。例えば、ＵＥデバイスのグ
ループが、事前に定義され得るか、またはグループが、ＵＥに関連するネットワークによ
って構成され得る。グループのメンバのうちの１つまたは複数が、特別なＵＥまたはマス
タＵＥとして指定され得る。マスタＵＥは、グループのその他のメンバと通信することが
できる可能性がある。特別なＵＥまたはマスタＵＥは、グループの１つまたは複数のメン
バの代わりにアクションを実行することができる。グループモビリティ手順（ｇｒｏｕｐ
　ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）が、当該手順を特別なＵＥまたはマスタＵＥ
によって制御されるようにすることによって最適化され得る。特別なＵＥまたはマスタＵ
Ｅによって実行され得る手順は、測定、ハンドオーバ、セルの選択／再選択、ならびにア
イドルモード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）および接続モード（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｍｏｄｅ
）における登録およびコネクションの確立のようなその他のグループ手順のうちの１つま
たは複数を含み得る。
【０００７】
　特別なＵＥまたはマスタＵＥは、グループを代表してセルの再選択の測定およびセルの
再選択を実行することができる。特別なＵＥまたはマスタＵＥは、セルの更新をネットワ
ークに送信し、セルの再選択を示すことができる。ネットワークは、（例えば、グループ
のメンバにセルを変更するように知らせるために）セルの再選択をグループのメンバに伝
えることができる。つまり、セルの更新は、セルの再選択をグループのメンバに伝えるた
めのネットワークに対するトリガとして働くことができる。マスタＵＥは、セルの再選択
をグループのメンバに直接伝える可能性がある。
【０００８】
　グループのＵＥ（すなわち、グループのメンバ）は、マスタ機器（例えば、マスタＵＥ
）の存在を検出し、マスタＵＥに接続することを選択することができる。コネクションは
、メンバがマスタＵＥに登録することによって確立され得る。
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【０００９】
　本明細書において開示される方法は、以下の最適化、すなわち、ＵＥのバッテリ消費を
制限するための、グループとして移動するＭＴＣデバイスに関するモビリティ手順の最適
化、グループとして移動するＭＴＣデバイスに関するモビリティ手順によって生成される
シグナリングの負荷を制限すること、グループとして移動するＭＴＣデバイスに関する同
時に起こるシグナリングを制限すること、ならびに登録およびコネクションの確立のよう
なその他のグループ手順の最適化のうちの１つまたは複数を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実装され得る例示的な通信システムの
システム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】ネットワークおよびグループ内の１つまたは複数のＵＥを制御し、および／また
はそれらと通信するためにマスタ機器を例示的に使用するシステムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、および２は、開示されるシステム、方法、および手法が実装され
得る例示的な実施形態に関連する可能性がある。しかし、本発明が例示的な実施形態に関
連して説明される可能性があるが、本発明はそれらの例示的な実施形態に限定されず、本
発明の同様の機能を実行するために、本発明を逸脱することなくその他の実施形態が使用
され得るか、または記載された実施形態に対して修正および追加が行われ得ることが理解
されるべきである。さらに、図は、例示的であることが意図されているコールフローを示
す可能性がある。その他の実施形態が使用され得ることを理解されたい。さらに、フロー
の順序は、必要に応じて変更され得る。なお、フローは不必要な場合は省略され、追加的
なフローが追加される可能性がある。
【００１２】
　３ＧＰＰのＵＭＴＳおよびＬＴＥ無線通信システムとの関連で説明されるが、本明細書
において開示される方法は、ＧＥＲＡＮ、ＬＴＥ－Ａ、およびＷｉＭａｘを含むがこれら
に限定されない任意のその他の無線技術にも適用され得る。
【００１３】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実装され得る例示的な通信システム
１００の図である。通信システム１００は、複数の無線ユーザに音声、データ、ビデオ、
メッセージング、放送などのコンテンツを提供する多元接続システムである可能性がある
。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステムリソースの共有によって複数の無線
ユーザがそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができる。例えば、
通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用することが
できる。
【００１４】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コア
ネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、およ
びその他のネットワーク１１２を含み得るが、開示される実施形態は、任意の数のＷＴＲ
Ｕ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を考慮することが理解され
るであろう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境
内で動作および／または通信するように構成された任意の種類のデバイスである可能性が
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ある。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信
および／または受信するように構成されることができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固
定または移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマー
トフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家庭用
電化製品などを含み得る。
【００１５】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含み得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および
／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセスを容
易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも
１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意の種類のデバイスである可能
性がある。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、Ｎｏｄｅ－
Ｂ、ｅＮｏｄｅＢ、ホームＮｏｄｅＢ（Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ホームｅＮｏｄｅＢ
（Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ）、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線
ルータなどである可能性がある。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一の要素として
示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の相互に接続された基地局およ
び／またはネットワーク要素を含み得ることが理解されるであろう。
【００１６】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であることができ、ＲＡＮ１０４は、その他の
基地局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ
（ＲＮＣ）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）も含み得る。基地局１１４
ａおよび／または基地局１１４ｂは、セルと呼ばれる場合がある特定の地理的領域（図示
せず）内で無線信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルは、セルの
セクタにさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａに関連するセルは、３つのセクタ
に分割され得る。したがって、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシ
ーバ、すなわち、セルの各セクタに対して１つのトランシーバを含み得る。別の実施形態
において、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することができ、し
たがって、セルの各セクタに対して複数のトランシーバを利用する可能性がある。
【００１７】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の好適な無線通信リンク（例えば、無線周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）である可能性がある
無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
のうちの１つまたは複数と通信することができる。無線インターフェース１１６は、任意
の好適な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて確立され得る。
【００１８】
　より具体的には、上述のように、通信システム１００は、多元接続システムである可能
性があり、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つまた
は複数のチャネルアクセススキームを使用する可能性がある。例えば、ＲＡＮ１０４内の
基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｇ
ＳＭ）を用いて無線インターフェース１１６を確立することができるＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）Ｕ
ＴＲＡ（Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）などの無線技術を実装す
ることができる。ＷＣＤＭＡ（登録商標）は、ＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃ
ｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＰＡ＋（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの
通信プロトコルを含み得る。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅ
ｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）を含み得る。
【００１９】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬＴＥ－Ａ（Ｌ
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ＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）を用いて無線インターフェース１１６を確立することができる
Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）などの無線技術を実装することができる。
【００２０】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅ
ｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ
２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（
Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａ
ｎｄａｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、Ｇ
ＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　Ｇ
ＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）などの無線技術を実装す
ることができる。
【００２１】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄ
ｅＢ、またアクセスポイントである可能性があり、事業所、家庭、車両、キャンパスなど
の局所的なエリアで無線接続を容易にするための任意の好適なＲＡＴを利用することがで
きる。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するためのＩＥＥＥ８０２．１１などの
無線技術を実装することができる。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するた
めのＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装することができる。さらに別の実施形態
において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラに基づくＲＡＴ
（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用し
てピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されたように、基地
局１１４ｂは、インターネット１１０への直接的なコネクションを有する可能性がある。
したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０
にアクセスするように要求されない可能性がある。
【００２２】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信している可能性があり、コアネットワ
ーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複
数に音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ
　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスを提供するように構成された任意の種
類のネットワークである可能性がある。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課
金サービス、モバイルの位置に基づくサービス、プリペイド電話、インターネット接続、
映像配信などを提供し、および／またはユーザ認証などの高レベルのセキュリティ機能を
実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４および／またはコア
ネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用するその
他のＲＡＮと直接的または間接的に通信している可能性があることが理解されるであろう
。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用している可能性があるＲＡＮ１０４に接続される
ことに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示
せず）とも通信している可能性がある。
【００２３】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／またはその他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとしても働くことができる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（
ｐｌａｉｎ　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する回線交換電話ネ
ットワークを含み得る。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコ
ルスイートの伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）
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、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などの共通の通信プロトコルを使用する相互
に接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスの全世界的なシステムを含み得る
。ネットワーク１１２は、その他のサービスプロバイダによって所有および／または運用
される有線または無線通信ネットワークを含み得る。例えば、ネットワーク１１２は、Ｒ
ＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用する可能性がある１つまたは複数の
ＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含み得る。
【００２４】
　通信システム１００のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部または
すべては、マルチモード能力を含む可能性があり、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信す
るための複数のトランシーバを含む可能性がある。例えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１
０２ｃは、セルラに基づく無線技術を使用することができる基地局１１４ａと、およびＩ
ＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成され
得る。
【００２５】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピーカ
／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非取外
し式メモリ１０６、取外し式メモリ１３２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）
チップセット１３６、およびその他の周辺機器１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１０２は、実
施形態に準拠したまま、上述の要素の任意の部分的な組み合わせを含み得ることが理解さ
れるであろう。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、通常のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意のそ
の他の種類の集積回路（ＩＣ）、状態機械などである可能性がある。プロセッサ１１８は
、信号の符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０
２が無線環境で動作することを可能にする任意のその他の機能を実行することができる。
プロセッサ１１８は、トランシーバ１２０に結合されることができ、トランシーバ１２０
は、送信／受信要素１２２に結合されることができる。図１Ｂはプロセッサ１１８および
トランシーバ１２０を別個のコンポーネントとして示すが、プロセッサ１１８およびトラ
ンシーバ１２０は、電子的なパッケージまたはチップに一緒に統合され得ることが理解さ
れるであろう。
【００２７】
　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１６を介して基地局（例えば、基地
局１１４ａ）に信号を送信するか、または基地局（例えば、基地局１１４ａ）から信号を
受信するように構成され得る。例えば、一実施形態において、送信／受信要素１２２は、
ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成されたアンテナである可能性がある。
別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信
号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／ディテクタである可能性が
ある。さらに別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号および光信号の
両方を送信および受信するように構成され得る。送信／受信要素１２２は、無線信号の任
意の組み合わせを送信および／または受信するように構成され得ることが理解されるであ
ろう。
【００２８】
　なお、送信／受信要素１２２は、図１Ｂにおいて単一の要素として示されているが、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より具体的には、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態において、
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ＷＴＲＵ１０２は、無線インターフェース１１６を介して無線信号を送信および受信する
ために２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含み得る。
【００２９】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されることになる信号を変
調し、送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上
述のように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有する可能性がある。したがって、
トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１な
どの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトランシーバを含み得
る。
【００３０】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１
２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニ
ット）に結合されることができ、それらからユーザ入力データを受信することができる。
プロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／また
はディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。さらに、
プロセッサ１１８は、非取外し式メモリ１０６および／または取外し式メモリ１３２など
の任意の種類の好適なメモリからの情報にアクセスし、それらのメモリにデータを記憶す
ることができる。非取外し式メモリ１０６は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み
出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意のその他の種類のメモリストレ
ージデバイスを含み得る。取外し式メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カ
ード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含み得る。その
他の実施形態において、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せ
ず）などの、ＷＴＲＵ１０２に物理的に置かれていないメモリからの情報にアクセスし、
そのメモリにデータを記憶することができる。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
その他のコンポーネントに電力を分配し、および／またはその電力を制御するように構成
され得る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に給電するための任意の好適なデバイスである
可能性がある。例えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカド
ミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウム
イオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含み得る。
【００３２】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合されることができ、ＧＰＳチ
ップセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度および
緯度）を提供するように構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、
またはＧＰＳチップセット１３６からの情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例
えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インターフェース１１６を介して位置情報を
受信し、および／または２つ以上の近隣の基地局から受信されている信号のタイミングに
基づいてそのＷＴＲＵ１０２の位置を判定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形
態に準拠したまま、任意の好適な位置判定方法によって位置情報を取得することができる
ことが理解されるであろう。
【００３３】
　プロセッサ１１８は、その他の周辺機器１３８にさらに結合されることができ、その他
の周辺機器１３８は、追加的な特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続を提供
する１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る。
例えば、周辺機器１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメ
ラ（写真または動画用）、ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）ポート
、振動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）モジュール、ＦＭ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ）ラジオユニ
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ット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、イ
ンターネットブラウザなどを含み得る。
【００３４】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上述のように、ＲＡＮ１０４は、無線インターフェース１１６を介してＷＲＴＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＵＴＲＡ無線技術を使用することができ
る。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６とも通信しうる。図１Ｃに示すように、Ｒ
ＡＮ１０４はＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、Ｎｏｄｅ－
Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバをそれぞれが
含み得る。Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＲＡＮ１０４内の特定のセル
（図示せず）にそれぞれが関連付けられ得る。ＲＡＮ１０４は、ＲＮＣ１４２ａ、１４２
ｂも含み得る。ＲＡＮ１０４は、実施形態に準拠したまま、任意の数のＮｏｄｅＢおよび
ＲＮＣを含み得ることが理解されるであろう。
【００３５】
　図１Ｃに示すように、Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信しう
る。加えて、Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信しうる。Ｎｏｄｅ－Ｂ１４
０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介してそれぞれのＲＮＣ１４２
ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインターフ
ェースを介して互いに通信している可能性がある。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれ
は、そのＲＮＣが接続されているそれぞれのＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ
を制御するように構成され得る。さらに、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、アウ
ターループ電力制御、負荷制御、アドミッション制御、パケットのスケジューリング、ハ
ンドオーバ制御、マクロダイバーシティ（ｍａｃｒｏｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、セキュリテ
ィ機能、データの暗号化などのその他の機能を実行またはサポートするように構成され得
る。
【００３６】
　図１Ｃに示すコアネットワーク１０６は、ＭＧＷ（ｍｅｄｉａ　ｇａｔｅｗａｙ）１４
４、ＭＳＣ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｃｅｎｔｅｒ）１４６、ＳＧＳＮ（ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ｎｏｄｅ）１４８、および／またはＧＧＳＮ
（ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ｎｏｄｅ）１５０を含み得る。上述の要
素のそれぞれはコアネットワーク１０６の一部として示されているが、これらの要素のう
ちの任意の要素は、コアネットワークの運用者以外の主体によって所有および／または運
用される可能性があることが理解されるであろう。
【００３７】
　ＲＡＮ１０４のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネットワー
ク１０６のＭＳＣ１４６に接続され得る。ＭＳＣ１４６は、ＭＧＷ１４４に接続され得る
。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃがＰＳＴ
Ｎ１０８などの回線交換ネットワークにアクセスできるようにして、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定電話回線通信デバイスの間の通信を容易にすることがで
きる。
【００３８】
　ＲＡＮ１０４のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介してコアネットワー
ク１０６のＳＧＳＮ１４８にやはり接続され得る。ＳＧＳＮ１４８は、ＧＧＳＮ１５０に
接続され得る。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃがインターネット１１０などのパケット交換ネットワークにアクセスできるよう
にして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を容易に
することができる。
【００３９】
　上述のように、コアネットワーク１０６は、その他のサービスプロバイダによって所有
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および／または運用されるその他の有線または無線ネットワークを含み得るネットワーク
１１２にも接続され得る。
【００４０】
　開示される実施形態は、測定、ハンドオーバ、セルの選択／再選択手順などのグループ
モビリティ手順、ならびにアイドルモードおよび接続モードにおける登録およびコネクシ
ョンの確立のようなその他のグループ手順も最適化するための解決策を導入することがで
きる。例示的な実施形態がＭＴＣデバイスに関連して説明される可能性があるが、開示さ
れる概念は、その他のデバイス、例えば、グループモビリティ手順を使用することができ
るその他のデバイスを用いて実装され得る。
【００４１】
　さまざまな種類のＵＥのグループが、作成され得る。例えば、ＭＴＣデバイスの事前に
定義されたグループが、作成され得る。事前に定義されたグループは、所定のまたは知ら
れている量の時間だけ一緒である可能性があるか、または無制限に一緒である可能性があ
る。事前に定義されたグループ内のこれらのＵＥは、共通の識別情報を共有する可能性が
あるか、または特定のグループ識別情報によって識別される可能性がある。
【００４２】
　グループは、ネットワークによって構成され、ＭＴＣの登録の一部として決定されるこ
とができる。さらに、ＵＥは、共通のグループ識別情報を用いて事前に構成され得る。ネ
ットワークは、以下のうちの１つまたは複数によって、ＵＥが同じグループの一部である
と判定することができる。
【００４３】
　ネットワークは、ＵＥが登録するときに同じ識別情報を用いる場合に、ＵＥが同じグル
ープに属すると判定することができる。
【００４４】
　ＭＴＣのコントローラは、各グループに対する各ＭＴＣデバイスの識別情報と一緒に既
存のＭＴＣデバイスのグループをネットワークに示すことができる。
【００４５】
　デバイスのアドホックグループが、作成され得る。アドホックグループは、一時的な期
間存在することができる。ネットワークは、以下のうちの１つまたは複数によって、ＵＥ
が同じアドホックグループの一部であると判定することができる。
【００４６】
　接続モードにおいて、ＵＥによって報告された位置および測定値に応じて、ネットワー
クは、特定の期間、ＵＥから同じ近隣のセルに関してほぼ同じ測定値を受信する場合に、
一緒にとどまるかまたは一緒に移動するＵＥのグループが存在すると判定することができ
る。特定の期間、測定値が１つのＵＥに関して異なり始めるか、または異なり始めないと
き、ネットワークは、ＵＥがグループを離れたと判定することができる。
【００４７】
　ＵＥは、マスタ機器に登録することができ、マスタ機器は、グループに属するＵＥのリ
ストをネットワークに報告することができる。マクロセルとは対称的に、マスタ機器は、
グループのサイズを定義し得る小さなエリアをカバーすることができる。特定のＵＥがア
ドホックグループの一部であると判定するとき、ネットワークは、本明細書に記載の手順
を実行するために使用され得るグループ識別情報を当該ＵＥに提供することができる。こ
れは、ネットワークがＵＥに固有の識別情報を提供することを妨げないか、またはビット
の一部がＵＥに共通しており、その他の部分がグループ内の各ＵＥに対して一意的である
識別情報を提供する。
【００４８】
　ネットワークは、登録手順の一部として、ＵＥがグループに属することを判定すること
ができる。ネットワークは、特定の加入、およびＵＥが位置する位置がグループに対応す
ることを認識している可能性がある。
【００４９】
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　本明細書に記載のグループ手順は、グループを決定および構成するその他の方法に適用
できる可能性がある。
【００５０】
　ＵＥのうちの１つまたはＵＥのサブセットが、同じグループのＵＥの代わりに手順を実
行することができる。そのような手順を実行する（１つまたは複数の）ＵＥは、（１つま
たは複数の）特別なＵＥ（または代替的に（１つまたは複数の）マスタＵＥ）と呼ばれる
可能性がある。マスタＵＥは、特別なＵＥのインスタンスである可能性があり、マスタＵ
Ｅは、特別なＵＥとして動作することができる可能性があり、その他のＵＥ（例えば、グ
ループに属するＵＥ）と通信することができる可能性がある。
【００５１】
　アイドルモード状態の観点で説明される解決策に対する言及がなされ得る。しかし、概
念および解決策の少なくとも一部は、接続モードなどのその他の状態、またはアイドルモ
ードおよび接続モード内の下位状態に適用できる可能性があることを理解されたい。
【００５２】
　ＵＥは、以下のうちの１つまたは複数を用いてそのＵＥが特別なＵＥであると判定する
ことができる。
【００５３】
　デバイス内の（例えば、ＵＳＩＭ内の）事前の構成が、当該デバイスが特別なＵＥであ
ることを当該デバイスに示すことができる。
【００５４】
　ＵＥは、例えば、ＮＡＳシグナリングを介して初期登録において特別なＵＥであるタス
クを明示的に割り当てられ得る。これは、以下のうちの１つまたは複数によって実行され
得る。
【００５５】
　新しいＩＥがＮＡＳ登録応答メッセージに追加される可能性があるか、または新しいＮ
ＡＳメッセージが定義される可能性がある（ＮＡＳがネットワークおよびＵＥのＲＲＣサ
ブレイヤに知らせることができる）。
【００５６】
　割り当ては、ＲＲＣレベルでシグナリングされることができ、例えば、ＲＲＣメッセー
ジが、ＮＡＳ登録の後でネットワークによってＵＥに送信されるか、またはＩＥが、ＵＭ
ＴＳのＤｏｗｎｌｉｎｋ　Ｄｉｒｅｃｔ　ＴｒａｎｓｆｅｒもしくはＬＴＥのＤｌＩｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎＴｒａｎｓｆｅｒに追加され、ＵＥが手順を実行すべきであるかもしく
は実行すべきでないかをＲＲＣに示す。
【００５７】
　ＵＥに、グループ内で特別なＵＥの識別情報を割り当てることができ、例えば、ＵＥが
特定のＩＭＳＩもしくは特定のＩＭＥＩを有するか、または例えば一時的な識別情報がＵ
Ｅに割り当てられるか、もしくは新しい種類の識別情報がＵＥに割り当てられる（例えば
、グループ内のＵＥが一意的に識別される場合、利用可能な最初の数（例えば０）もしく
は任意のその他の事前に定義された数などの特別な識別情報が、特別なＵＥを指定するこ
とができる）。
【００５８】
　式を用いることもでき、（例えば、特別な結果を有するＵＥが、手順を実行するＵＥと
なる）、例えば、ＵＥの識別情報ｍｏｄ（ｘ）＝０であるＵＥが、特別なＵＥに指定され
得る。
【００５９】
　ＵＥが、０と１の間でランダムな数を引くことができ、Ｘが事前に定義された数である
ものとしてＲ＞Ｘである場合に、ＵＥが特別なＵＥに指定され、グループ手順を実行する
ようにすることができる。
【００６０】
　ネットワークは、ＵＥが特別なＵＥであると判定することができる。しかし、ネットワ
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ークは、これをＵＥ（すなわち、ネットワークによって特別なＵＥであると判定されたＵ
Ｅ）に示す必要がない可能性がある。例えば、本明細書に記載の最適化手順などの特別な
ＵＥによって守られるべき手順が、レガシーＵＥによって実行される手順を含む場合、Ｕ
Ｅは、当該ＵＥが特別なＵＥであることを知らされる必要がない可能性がある。ネットワ
ークは、手順、例えば、本明細書で開示される最適化手順がトリガされるときに、ＵＥが
ＵＬメッセージに含めることができるグループ識別情報を用いてＵＥを構成することがで
きる。
【００６１】
　上述の基準を満たさないＵＥは、グループ内において特別なＵＥとみなされないことに
なりうる。ネットワークは、ＵＥが特別なＵＥでないことを当該ＵＥに示すことができ、
および／または「特別でない」ＵＥに関する本明細書に記載の最適化手順のうちの１つま
たは複数にしたがって動作するようにＵＥを構成することができる。グループに関連する
特別でないＵＥによって実行される手順（最適化手順）は、そのＵＥがグループに関連付
けられていないときにそのＵＥによって実行される手順とは異なる可能性がある。最適化
手順は、ネットワークと通信するための手順を修正する可能性がある。例えば、最適化手
順は、（例えば、特別でないＵＥによって）ネットワークに送信される通信トラフィック
の量を削減することによって送信のオーバヘッドを削減することができる。ＵＥは、最適
化手順を実行するためにグループ識別情報を用いて構成され得る。
【００６２】
　グループ内の特別な挙動も、ＭＴＣの加入の一部としてネットワークによって構成され
得る。例えば、一部のグループは、特別なＵＥを持たない可能性があり、これは、ネット
ワークによって構成されるか、または加入の際に事前に定義される可能性がある。
【００６３】
　ネットワークは、挙動の変更をＵＥのグループの１つまたは複数のメンバに知らせるこ
ともできる可能性がある。例えば、特別なＵＥがエリアを離れるか、または特別なＵＥと
のコネクションが切れた場合、ネットワークは、その他のＵＥに通常の動作を実行するこ
とができることを知らせるか、または代替的に、（１つまたは複数の）新しい特別なＵＥ
を割り当てる可能性がある。この通知は、ページングメッセージ内、またはＲＲＣコネク
ションセットアップもしくは任意のその他の既存のＲＲＣメッセージ内、または新しいＲ
ＲＣメッセージ内の新しいＩＥとして実装される可能性があり、以下の情報、すなわち、
通常の動作を再開する指示と、通常の動作を停止し、新しい通知が送信されるまで、もし
くは特定の期間、特別なＵＥに頼る指示と、特別なＵＥが変わったという指示とのうちの
１つまたは複数を含む可能性がある。
【００６４】
　特別なＵＥがグループを離れるとき、その特別なＵＥは、ＲＲＣシグナリングを介して
ネットワークに知らせることができる。ネットワークは、グループ内のＵＥの残りに知ら
せ、新しい特別なＵＥを構成するか、または特別でないＵＥの構成を変更することができ
る。特別でないＵＥの構成を変更するとき、ネットワークは、特別でないＵＥが最適化手
順を解除すべきであることを特別でないＵＥに示すことができ、例えば、ネットワークは
、特別でないＵＥが特別でないＵＥに関連する最適化手順の実行を停止すべきであること
を特別でないＵＥに示すことができる。特別なＵＥがネットワークに知らせることなくグ
ループを離れる場合、ネットワークは、特別でないＵＥからのＵＬ制御メッセージの送信
を受信することによって、または特別なＵＥが周期的なトリガに応答しないこと、もしく
は専用のコネクションがないことから特別なＵＥがもはやエリア内にいないことを知るこ
とによって、特別なＵＥが離れたと判定することができる。
【００６５】
　本明細書に記載の解決策の一部として、特別なＵＥは、グループに関連する１つまたは
複数の手順を実行する役割を担うことができる。例えば、測定を行うことに関連するシグ
ナリングの負荷およびバッテリ消費を制限するために、特別なＵＥが測定を実行すること
ができる。特別なＵＥが測定に関連する手順を実行するように指定されるとき、その他の
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ＵＥは、それらの手順を実行できないようにされる可能性がある。
【００６６】
　セルの再選択手順およびアイドルモードの手順の場合、グループとして移動するＵＥが
新しいエリアに入りつつあるか、または新しいセルを再選択したことを示すためにそれら
のＵＥがネットワークに同時にメッセージを送信するようにさせることを回避するために
、特別なＵＥが、グループ全体を代表して近隣のセルの測定を実行することができる。
【００６７】
　測定を実行する特別なＵＥは、セルの再選択、セルの更新、ロケーションエリア（ＴＡ
／ＲＡ）の更新、ＲＲＣコネクション確立手順などの特定の手順を開始するために必要と
される基準を監視することもできる。特別なＵＥは、通常のセルの選択／再選択およびエ
リア更新手順を実行することができる。基準が満たされる場合、特別なＵＥは手順を開始
することができる。例えば、セルの選択が実行される場合、特別なＵＥは、ネットワーク
にセルの更新を送信することができ、セルの変更を示す。セルの再選択およびセルの更新
の手順は、グループに関連しないＵＥ（例えば、レガシーＵＥ）に典型的な挙動である可
能性がある。ネットワークによって特別なＵＥであると判定されたＵＥは、当該ＵＥが特
別なＵＥであることを知らされない可能性があり、当該ＵＥがレガシーＵＥのように振る
舞うことを可能にする。
【００６８】
　最適化手順によって構成されたＵＥなどの特別でないＵＥは、近隣のセルの測定を実行
しない可能性があり、最良のセルの変化が起こったことを認識していない可能性がある。
本明細書に記載の解決策は、セルの変化をその他のＵＥに知らせることを可能にすること
ができる。以下で説明される手順はセルの更新に関連して説明される可能性があるが、そ
れらは、ＵＲＡの更新およびその他の手順にも同様に適用できる可能性がある。
【００６９】
　その他のＵＥは、ページングメカニズムを介して、最良のセルの変化が起こったことを
知らされることができる。より具体的には、ネットワークがグループ内の１つのＵＥまた
はＵＥのサブセットからエリアまたはセルの変化の指示を受信するとき、ネットワークは
、変更元のセル（ｓｏｕｒｃｅ　ｃｅｌｌ）を介してグループ内のＵＥの残りにページン
グすることができ、ページングメッセージで新しい目標のセルを示す。ページングは、Ｕ
Ｅのグループに対して行われ、この登録されたグループ内のＵＥに同時にアドレス指定さ
れることができる。加えて、新しいページングの原因（ｐａｇｉｎｇ　ｃａｕｓｅ）が、
この情報の送信を可能にするために導入され得る。ページングは、ＵＥに、以下、すなわ
ち、特別なＵＥによって再選択されたセルのＰＣＩ／ＰＳＣと、セルのセル識別情報／Ｃ
ＧＩと、セルの位置登録、ルーティング、もしくはトラッキングエリアと、ＵＥによって
目標のセルにアクセスするために必要とされるシステム情報とのうちの１つまたは複数を
示すことができる。
【００７０】
　ページングは、特別なＵＥによるセルの再選択が行われたこと、および／またはページ
ングされたＵＥもセルの再選択を実行すべきであることを示すＵＥに対する指示として働
くことができる。この指示の際のＵＥの挙動が、以下に説明される。この指示は、ページ
ングメッセージ自体を修正することによって（例えば、１ビットの情報もしくは新しいペ
ージングの原因を追加することによって）、または代替的に、ページングタイプ１（ｐａ
ｇｉｎｇ　ｔｙｐｅ　１）メッセージを送信することなしにＰＩＣＨ上でグループにペー
ジングすることによって達成され得る。この目的で使用されるページング機会（ｐａｇｉ
ｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ）ならびにＰＩおよびＰＦ（ページングフレーム（Ｐａｇｉｎｇ
　Ｆｒａｍｅ））が、グループＩＤにしたがって決定されることができるか、または特別
なＰＩ、ＰＯ、およびＰＦが、ＵＥのグループのために予約されることができる（その特
別なＰＩ、ＰＯ、およびＰＦは、認められたＰＩ、ＰＯ、およびＰＦのうちの任意のもの
であるか、もしくは使用される予約されたビットのうちの１つである可能性がある）。そ
のような機会のページングは、これらの特別でないＵＥが測定の目的で動作を始めるため
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の暗黙的な指示であることができる。ＵＥが通常のページングと特別な種類のページング
をＭＡＣレベルで区別することができるように、Ｐ－ＲＮＴＩの特別な値が使用され得る
。
【００７１】
　その他のＵＥ（例えば、グループ内において特別ではないＵＥ）は、ページングメッセ
ージを監視することができ、そのようなページングの指示またはメッセージが現在滞在し
ているセルを介して受信されるとき、以下のうちの１つまたは複数が実行され得る。
【００７２】
　ＵＥが、明示的にＵＥに与えられた目標のＰＳＣ／ＰＣＩに関する測定を開始し、セル
に対するセルの再選択の基準が満たされる場合はセルの再選択を実行することができる。
【００７３】
　ＵＥは、メッセージで与えられたＰＳＣ／ＰＣＩにしたがって、示されたセルを測定な
しに再選択する可能性がある。ＵＥは、セルへの接続を試みるために、ＰＳＣ／ＰＣＩ内
のシステム情報の読み取りを開始することができる。代替的に、ＵＥがこのセルに接続す
るために必要とされるシステム情報は、メッセージによって与えられることもでき、この
ことは、セルへの接続を高速化することができる。
【００７４】
　ＵＥは、測定の開始をトリガすることができ、ＵＥは、セルの再選択を実行する前にセ
ルの再選択の基準が満たされることを保証することができ、例えば、以下のうちの１つま
たは複数を含む可能性がある。
【００７５】
　ＵＥは、１つまたは複数の近隣のセルに対する測定の実行を開始することができる。セ
ルの再選択手順を高速化するために、ＵＥは、近隣のセルがサービングセル（ｓｅｒｖｉ
ｎｇ　ｃｅｌｌ）よりも良好であるＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ期間を待たない可能性があ
る。セルの再選択の基準は、近隣のセルのうちの１つがサービングセルの品質よりも良好
である可能性がある信号品質を有することを含み得る。代替的に、より短いＴｒｅｓｅｌ
ｅｃｔｉｏｎが使用され得る。
【００７６】
　具体的な情報なしにセルの再選択を実行するためのページングが受信される場合、ＵＥ
は、周囲の最良のセルを発見し、Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎを待つか、またはＴｒｅｓｅ
ｌｅｃｔｉｏｎを待たずに再選択する可能性がある。
【００７７】
　ＵＥからの手順の選択および開始をランダム化するために、これらの例に関するＴｒｅ
ｓｅｌｅｃｔｉｏｎタイマは、ＵＥが使用し得る最大のタイマである可能性がある。より
具体的には、ＵＥは、新しいセルに対する実際のＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎタイマとして
使用するために、０とＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎの間のランダムな数を選択する可能性が
ある。
【００７８】
　一例において、目標のセルへの再選択をすると、特別でないＵＥ（すなわち、グループ
に属するが、特別なＵＥまたはマスタＵＥではないＵＥ）は、手順自体を開始し、ＵＥの
動作モードに応じてネットワークにエリア更新（ＬＡＵ／ＲＡＵ／ＴＡＵ）またはセル更
新の要求を送信することができる。一例において、ＵＥは、新しいセルへの再選択を行う
が、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ、または本明細書に記載のＵＬメッセージを送信しない可能
性がある。
【００７９】
　特別でないＵＥ、例えば、最適化手順を実行するように構成されたＵＥは、測定を実行
し、近隣のセルを監視し、通常のセルの再選択の評価を実行することができる。セルの再
選択の基準が満たされるとき、ＵＥは、新しいセルへの再選択を行い、システム情報を獲
得し、データの受信のためにダウンリンクを監視する（例えば、確認メッセージに関して
変更元のセルを監視する）ことができる。ＵＥは、それらのＵＥが目標のセルへの再選択
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を行ったときに、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ手順（または、ＬＡＵ／ＲＡＵ／ＴＡＵもしく
はＲＲＣコネクション要求などのその他のＵＬデータ）を開始しない可能性がある。これ
は、ＵＥがＵＬの個々の要求および個々の手順の開始を減らすことを可能にすることがで
きる。ＵＥは、新しいセルを再選択し、構成された期間（例えば、Ｘ　ＴＴＩ、またはＸ
フレーム、またはｍｓもしくはｓなどの時間の単位のＸ）、受信のままでいる可能性があ
る。この期間は、応答を待つために使用される既存のタイマ（例えば、ＨＳＰＡにおける
セル更新タイマＴ３０２）に対応する可能性があるか、またはこの手順のために使用され
る新しいタイマが、構成される可能性がある。この手順は、ＵＥが測定を実行しない場合
に適用できる可能性がある。ページングが、本明細書において説明されるように、再選択
およびウェイクアップメカニズムとして使用され得る（例えば、セルの再選択を示すペー
ジングがあると、ＵＥは、本明細書に記載の手順にしたがって新しいセルへの再選択を行
うことができ、セルの更新を送信しない）。ＵＥがＣＥＬＬ＿ＰＣＨにある場合、ＵＥは
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨに移り、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥを送信することなしにダウンリンク
を更新することができる。
【００８０】
　例として、特別でないＵＥは、例えば、特定の期間中に確認メッセージが受信されると
き、ネットワークにセルの更新を送信することをやめることができる。しかし、特別でな
いＵＥは、例えば、特定の期間中に確認メッセージが受信されないとき、ネットワークに
セルの更新を送信することができる。
【００８１】
　ＵＥは、目標のセルを介したＣｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ確認メッセージまたはＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＳｅｔｕｐメッセージまたはＮＡＳ確認メッセージなどの確認メッ
セージを待つための構成された期間、ダウンリンクを監視することができる。事前に記憶
されたデフォルトの構成またはブロードキャストされた構成が、目標のセルまたは再選択
されたセルを介してダウンリンクメッセージを受信することができるようにＵＥによって
使用され得る。ネットワークは、特別なＵＥからＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥを受信した場合
、新しい再選択されたセル上でメッセージを待つ可能性があるＵＥの判定されたグループ
にアドレス指定された確認メッセージを送信することができる。ＵＥに送信されるメッセ
ージは、例えば、グループＩＤによって送信されるグループメッセージである可能性があ
るか、またはそのメッセージは、例えば、事前に構成された期間内にグループ内の各ＵＥ
に個々に送信される可能性がある。代替的に、共通の情報を含む１つのメッセージが、す
べてのＵＥに送信される可能性があり、そのメッセージは、１つのメッセージ内に、例え
ば、リストの形態で個々の情報を含む可能性がある。共通の情報は、ＳＲＢ、無線ベアラ
、トランスポートチャネル、物理チャネル、およびグループ内のＵＥに共通のその他のパ
ラメータに関する構成を含み得る。各ＵＥに関する個々の情報は、アドレス指定される個
々の識別情報のリスト、例えば、ＩＭＳＩのリスト、異なる種類のＲＮＴＩのような新し
い一時的な識別情報のリストを含む可能性があり、任意的に、各ＵＥに固有のその他のパ
ラメータのリストが含まれ得る。１対１のマッピングが、どの特定の構成がＵＥに専用で
あるのかを知るためにＵＥによって使用される可能性があり、すなわち、リスト内の第１
の個々の識別情報（例えば、ＩＭＳＩ）に対応するＵＥは、その他のリストの第１の構成
、例えば、ＲＮＴＩのリストの第１の一時的な識別情報を割り当てられる可能性があり、
リスト内の第２の個々の識別情報に対応するＵＥは、その他のリストの第２の構成を割り
当てられ、以下同様である。構成のリスト内の各エントリに関して、ＵＥの識別情報が指
定されることができ、したがって、ＵＥが当該ＵＥに適用可能な構成を一意的に識別する
ことができる。
【００８２】
　構成された期間、確認メッセージがＤＬで受信されない場合、ＵＥは、ＣＥＬＬ　ＵＰ
ＤＡＴＥもしくはＲＲＣコネクション要求、またはＮＡＳメッセージなどのアップリンク
メッセージの開始をトリガすることができる。
【００８３】
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　同様の概念が、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ、ＵＲＡ　ＵＰＤＡＴＥ、またはＬＡＵ／ＴＡ
Ｕ／ＲＡＵ　ＵＰＤＡＴＥなどの周期的なアップリンクメッセージに対しても適用できう
る。例えば、この手順によって構成されたＵＥは、周期的なタイマ（例えば、ＨＳＰＡの
Ｔ３０５またはＮＡＳに関連するタイマ）を開始しない可能性がある。代替的に、周期的
なタイマが開始される可能性があり、タイマが切れると、ＵＥは、アップリンクの送信を
送らない可能性がある。ＵＥは、構成された期間、本明細書において説明されるように、
確認メッセージに関してダウンリンクを監視する。代替的に、ＵＥは、そのＵＥの構成に
関係なく、周期的なメッセージの送信を実行する可能性がある。
【００８４】
　手順は、変更元のセルで最終確定され得る。例えば、ページングが、変更元のセルにお
いて、構成された期間、例えば、ｘ　ＴＴＩまたはＸフレーム、受信のためにウェイクア
ップするようにＵＥをトリガすることができる。Ｃｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｃｏｎｆｉｒ
ｍまたはＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐが、共通メッセージを使用して変更
元のセルを介してＵＥに送信され得る。あるいは、ＮＡＳレベルのエリア更新確認が送信
されることができるか、または個別のメッセージ（例えば、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ）が
各ＵＥに送信されることができる。送信されるメッセージ、例えば、セル更新確認メッセ
ージまたはセットアップメッセージは、構成が提供されるセルのセル識別情報またはＰＳ
Ｃ／ＰＣＩを示すように修正され得る。事前に記憶されたデフォルトの構成またはブロー
ドキャストされた構成が、ダウンリンクメッセージを受信することができるようにＵＥに
よって使用され得る。デフォルトの構成の識別情報が、ページングメッセージで送信され
得る。シグナリング無線ベアラをセットアップするための情報を含むデフォルトの構成が
、セル内でブロードキャストされ得る。本明細書において開示される方法は、確認メッセ
ージが受信された場合に実施され得る。
【００８５】
　ＵＥは、新しい構成を受信せずに新しいセルにキャンプオンする可能性があり、ネット
ワークは、ＵＥが新しいＲＲＣコネクション要求の原因（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｃａｕｓｅ）に接続し、ネットワークから構成を受信することができ
るように、異なる時間に新しいセル上でＵＥにページングする可能性がある。これは、要
求をランダム化する方法である可能性がある。
【００８６】
　古いセルは、ＵＥが新しいセルに同時に移動しないように、異なる時間にＵＥにページ
ングすることができる。この場合、ＵＥは、それらのＵＥがシステム情報を獲得し、新し
いセルにキャンプオンするときに、構成に関して新しいセルと通信することができる。こ
のように、新しいセル上でのページングが回避され得る。
【００８７】
　アイドルモードのＵＥは、セルの再選択がＵＥにおいて行われるとき、ネットワークに
知らせない可能性がある。それらのＵＥは、エリアの変化が検出されるとき、エリア更新
手順を開始することができる。特別なＵＥはそのような変化をネットワークに知らせない
可能性があるので、特別でないＵＥは、例えば、特別でないＵＥが通常の測定を行わない
場合、セルの変化を認識していない可能性がある。したがって、この情報をその他のＵＥ
に提供するために、以下のうちの１つまたは複数が実行され得る。
【００８８】
　これらのＵＥは、接続を開始する前にセルを選択することができる。
【００８９】
　ＵＥは、近隣のセルを監視し、測定することができるが、セルの再選択規則は、ＭＴＣ
デバイスに関して更新される可能性がある。例えば、特別でないＵＥは、サービングセル
を測定することができ、サービングセルの信号品質および／または強度が特定の閾値未満
になる場合、ＵＥは、より良好なセルを探索することができる。この閾値は、ＭＴＣデバ
イスもしくはグループのＭＴＣに対して使用される新しい閾値である可能性があるか、ま
たはこの閾値は、既存のＳｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈまたは別の既存の閾値に適用される倍
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率である可能性がある。この閾値は、特定のクラスのＭＴＣデバイスに固有である可能性
がある。本明細書に記載の手順は、修正された測定規則を用いて適用できる可能性がある
。
【００９０】
　専用のＵＥ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＵＥ）またはＵＥのサブセットが、その他の非３Ｇ
ＰＰ技術、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、無線ＬＡＮ、Ｈ（ｅ）ＮＢなどを介してその他
のＵＥにセルの再選択を知らせ、ＰＳＣ／ＰＣＩおよび／またはセル識別情報／ＣＧＩを
提供する可能性がある。上述のその他の情報および挙動も、これらのアイドルモードのＵ
Ｅに対して適用できる可能性がある。挙動の違いは、ＵＥが、セルの更新を送信すること
なく新しいセルへの再選択を行うことである可能性がある。
【００９１】
　ＭＴＣデバイスは、３ＧＰＰネットワークを介してその他のＭＴＣデバイスと通信する
ことを許される可能性がある。専用のＵＥが、セルの再選択の情報をネットワークに送信
することができ、ネットワークが、その情報を、ページングメッセージによってグループ
内のＵＥの残りに転送することができる。再選択の情報は、ページングメッセージに付け
加えられる可能性がある。
【００９２】
　マスタＭＴＣデバイスが、グループ内のＵＥと通信し、そのマスタＭＴＣデバイスがセ
ルの再選択が必要とされることを検出するときに、セルを再選択するようにその他のＵＥ
にページングすることができる。これは、このページングが、ＵＥがウェイクアップし、
ページングの応答を受信することに関連する通常の手順を開始することを要求しない可能
性があるという制約を伴う、３ＧＰＰネットワークを介したダウンリンク上のページング
である可能性がある。ページングメッセージは、ＵＥが新しいセルに直接キャンプオンす
ることができるように、ＰＳＣ／ＰＣＩ、セルｉｄ／ＣＧＩを含み得る。
【００９３】
　マスタＵＥは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態にとどまる可能性があ
り、セルの更新を実行することができるが、グループ内のその他のＵＥは、アイドルモー
ドにとどまる可能性がある。変更元のセルからの上述のページングメカニズムまたはその
他のメカニズムが、再選択を行うようにＵＥに指示するために使用される可能性があり、
ＵＥは、いかなるセルの更新手順も実行する必要がない可能性がある。（ＬＡＵ／ＴＡＵ
／ＲＡＵ）の場合、ＵＥは、個々に手順を開始し、ＵＬメッセージを送信する中で目標の
セルのダウンリンクの監視を開始し、および／または上で与えられたメカニズムのうちの
いずれかを用いてグループメッセージを送信することができる。
【００９４】
　グループ内の専用でないＵＥ（ｎｏｎ－ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＵＥ）は、それらの専用
でないＵＥが新しいエリア（ＬＡ／ＲＡ／ＴＡ）に入るか、または新しいセルを再選択す
るときにいかなるＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｅｓｔまたはＣｅｌｌ　Ｕｐ
ｄａｔｅも送信しない可能性があるので、それらの専用でないＵＥは、新しい構成（無線
ベアラ、トランスポートチャネル、物理チャネルの構成）を含むネットワークからの応答
、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＳｅｔｕｐまたはＣｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｃｏｎｆ
ｉｒｍを受信しない可能性がある。構成情報をグループ内の専用でないＵＥに送信するた
めの例示的な解決策は、以下のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００９５】
　ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｅｓｔまたはＣｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅが、Ｕ
Ｅが新しいエリアに入ったか、または新しいセルを再選択したことをネットワークに示す
ために使用される可能性があり、ネットワークは、いかなる新しい構成も送信しない可能
性がある。新しい原因が、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｅｓｔもしくはＣｅ
ｌｌ　Ｕｐｄａｔｅに追加される可能性があるか、または新しい信号が、定義される可能
性がある。例えば、原因は、「ＭＴＣデバイスのグループに関する新しい位置」である可
能性がある。
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【００９６】
　構成情報が、新しいＩＥとしてページングに追加される可能性がある。新しいＩＥのサ
イズを制限するために、ページングメッセージがデフォルトの構成のＩＤに制限されるよ
うに、デフォルトの構成が使用される可能性がある。
【００９７】
　ネットワークからの構成メッセージは、上述の方法と同様の方法を用いてグループメッ
セージによって新しいセル内のＵＥに送信され得る。
【００９８】
　セルの選択／再選択手順またはその他の手順は、グループとして移動するデバイスが、
可能なときに（例えば、２つ以上の近隣のセルがサービングセルよりも良好であるときに
）異なるセルを選択／再選択するか、または同じセルを再選択するが、ただし同時には再
選択しないように更新され得る。これは、アップリンクアクセスの時間を散らすことがで
きる。これは、以下のうちの１つまたは複数によって達成され得る。
【００９９】
　グループ内の各ＵＥは、異なるＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ値（近隣のセルがサービング
セルよりも良好でなくてはならない時間）を使用することができる。オフセットが、Ｔｒ
ｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎに加えられるか、またはＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎから引かれる可
能性がある。このオフセットは、各ＵＥにハードコーディングされる可能性があり、例え
ばＩＭＳＩもしくはＩＭＥＩのようなＵＥの一意的な識別情報に応じて決まる可能性があ
り（オフセットが、例えば、（ＵＥの一意的な識別情報）モジュロ（Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔ
ｉｏｎ）として計算される可能性があり）、システム情報によって、構成によって、もし
くは製造されるときに（例えば、一緒にとどまる計量デバイスの場合）グループ内の各Ｕ
Ｅに割り当てられたインデックスに応じて決まる可能性があり、および／または最小値と
最大値の間でＵＥによって選択されたランダムな数である可能性がある。この概念は、構
成された最小値と最大値の間の範囲にあるスケーリング値（ｓｃａｌｉｎｇ　ｖａｌｕｅ
）に適用できる可能性がある。特別でないＵＥは、ランダムに値を選択し、その値をＴｒ
ｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎに適用することができる。
【０１００】
　最良のランク付けをされたセルを再選択する代わりに、グループ内の各ＵＥは、Ｎ番目
に良いランク付けをされたセルを再選択することができる。Ｎは、以下のうちの１つまた
は複数を用いることによって決定され得る。
【０１０１】
　Ｎは、ＵＥの一意的な識別情報、例えば、ＩＭＳＩまたはＩＭＥＩに応じて決まる可能
性がある。例えば、Ｎは、（ＵＥの一意的な識別情報）モジュロ（ランク付けされたセル
の数）として計算され得る。
【０１０２】
　Ｎは、１と、ランク付けされたセルの数との間のランダムな数である可能性がある。
【０１０３】
　Ｎは、グループ内の各ＵＥに割り当てられた値に応じて決まる可能性がある。この値は
、ＲＲＣメッセージを用いてブロードキャストされるか、または構成されることができる
。この値は、ＵＥにハードコーディングされる可能性もある。Ｎは、例えば、（この値）
モジュロ（ランク付けされたセルの数）として計算され得る。
【０１０４】
　グループ内の各ＵＥは、近隣のセルをランク付けするとき、異なるオフセットを使用す
る可能性がある。このオフセットは、例えばＩＭＳＩのようなＵＥの一意的な識別情報に
応じて決まる可能性があるか、またはランダムなオフセットである可能性がある。
【０１０５】
　メッセージが送信される時間をランダム化することを可能にする解決策は、メッセージ
または特定の手順がＲＲＣでトリガされる時間を散らす可能性を含む。より具体的には、
セルの再選択を目的とするＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥまたはエリア更新（例えば、ロケーシ
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ョンエリア、ルーティングエリア、もしくはトラッキングエリア）などの一部のＲＲＣ手
順は、一緒に移動するＵＥのグループによって同時にトリガされ得る。手順がトリガされ
る時間を散らすために、以下の手順のうちの１つまたは以下の手順の組み合わせが、実行
され得る。
【０１０６】
　基準が満たされる時間に対するオフセットが導入されることができ、例えば、Ｔｒｅｓ
ｅｌｅｃｔｉｏｎタイマがオフセットの分だけ延長される可能性があり、例えば、基準が
Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ＋オフセット時間の間満たされるときに、ＵＥがセルの再選択
を実行する。その他の手順に関して、オフセットが、ＵＥにおいて手順がトリガされる時
間に対して適用され得る。オフセットは、０と最大の構成された時間の間の数をランダム
に選択することによって決定される可能性があり、オフセットは、ＵＥに固有の識別情報
もしくはＵＥに固有のアクセスＩＤ（例えば、グループ内のＵＥは一意的に識別されるこ
とができ、０からｘまでの番号を振られる）に対応する可能性があり、オフセットは、例
えばＩＭＳＩもしくはＴＭＳＩに基づく式に基づいて決定される可能性があり、および／
または各ＵＥは、初期登録手順中にオフセットを用いて構成される可能性がある。
【０１０７】
　このオフセットは、例えば、基準が満たされた後に遅延タイマが切れるのを待つことに
よって手順をトリガすることを遅らせるために使用され得る。例えば、セルの再選択の場
合、新しいセルへの再選択に関する基準は、引き続き、セルがＴｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ
の期間最も高くランク付けされたセルのままであることであってよいが、セルの再選択に
関連する手順のトリガは、オフセットタイマによって遅らされる。手順を実行するための
基準は、オフセット期間中も満たされ、真である必要がある可能性がある。例えば、セル
の再選択に関して、近隣のセルは、手順がトリガするために、Ｔｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ
＋オフセット期間の間、最も高くランク付けされたセルである必要がある可能性がある。
【０１０８】
　使用するセルの選択／再選択手順の種類は、以下、すなわち、システム情報で、ネット
ワークが、ＭＴＣデバイスが拡張されたセルの選択／再選択手順を使用すべきであるか否
か、およびどの手順を使用すべきであるかをＭＴＣデバイスに示すことができることと、
ＭＴＣデバイスに記憶されたデフォルトの構成が存在し得ることとのうちの１つまたはこ
れらの組み合わせを用いてＵＥによって示されることができる。
【０１０９】
　以下で説明される手順は、接続モードのＬＴＥおよびＵＭＴＳのＣＥＬＬ＿ＤＣＨにお
ける手順に言及する可能性がある。
【０１１０】
　アイドルモードの手順と同様に、接続モードにおける測定にともなうシグナリングの負
荷を制限するため、および／または近隣のセルの測定のための各ＵＥのバッテリの使用を
制限するために、ＵＥのうちの１つまたはＵＥのサブセットが測定を実行することができ
る。これは、上述の方法に加えて、以下のうちの１つまたは複数を用いて達成され得る。
【０１１１】
　グループ内のデバイスのうちの１つまたはデバイスのサブセットが、接続モードで測定
を実行することができ、測定制御で測定の構成を受信することができ、測定レポートをネ
ットワークに送信することができる。測定レポートおよびイベントは、測定を行い、イベ
ントを検出するＵＥまたはＵＥのサブセットから送信され得る。アイドルモードの手順と
同様に、すべてのＵＥが測定を行い、イベントの評価を実行する可能性があるが、特別で
ないＵＥ、例えば、最適化手順によって構成されたＵＥは、変更元のセルを介してアップ
リンクメッセージを送信しない可能性がある。
【０１１２】
　測定する近隣のセルが、グループ内のデバイスの間で分けられる可能性がある。例えば
、ネットワークは、測定制御で測定するセルの異なるリストを送信することができる。別
の例として、グループ内のＵＥが、近隣のセルのリストのサブセットを自律的に測定する
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可能性がある（それが知られているグループ（計量デバイス）である場合、ＵＥは、グル
ープ内で一意的なインデックスに応じて部分的なリストを選択する可能性がある）。
【０１１３】
　グループ内のＵＥは、交代で測定を実行することができ、これは、以下のうちの１つま
たは複数を含み得る。
【０１１４】
　ネットワークがＵＥをサブグループに分割し、測定のために異なるグループをスケジュ
ーリングすること、すなわち、ＵＥの分割が明示的である可能性がある（言い換えれば、
ＵＥはそれらのＵＥがサブグループに属すること、およびそれがどのサブグループである
かを知っている可能性がある）－ネットワークは、システム情報もしくは専用のシグナリ
ングのどちらかによってＵＥにサブグループを伝える可能性があり、ならびに／またはネ
ットワークは、測定を実行するように期待されるＵＥに通常の測定の構成を与え、ＵＥの
残りに「空の」測定の構成を与える可能性がある。
【０１１５】
　ＵＥの各サブグループが、Ｎ個の連続的な測定機会の間、近隣のセルを交代で測定する
可能性がある。
【０１１６】
　各ＵＥまたはＵＥのサブグループの順番の終わりに、ネットワークが、測定を実行する
別のＵＥ（ＵＥのサブグループ）を構成するために新しい測定の構成を送信する可能性が
ある。
【０１１７】
　同じ構成が各ＵＥに送信され得るが、それらのＵＥは、事前に定義された測定の時間を
与えられる可能性があるか、または単純化された明示的なシグナリングが、測定の実行を
停止／開始するために各ＵＥに送信される可能性がある。
【０１１８】
　特別なＵＥが、測定を実行し、測定に関連する基準を監視する役割を担うことができる
。基準または特定の測定のイベントがトリガされるとき、特別なＵＥは、ネットワークに
測定レポートを送信することができる。特別なＵＥは、レガシーＵＥのように動作する可
能性があり、それらが特別なＵＥであることを知らされる必要がある可能性があり、また
は知らされる必要がない可能性がある。ネットワークがハンドオーバを実行する決定を行
う場合、ネットワークは、特別なＵＥと同じグループに関連するその他のＵＥに知らせる
必要がある可能性がある。例として、ネットワークは、その他のＵＥにハンドオーバ命令
を個別に送信する可能性がある。特別でないＵＥは、ハンドオーバメッセージまたはＵＥ
のアクティブセットを修正するメッセージに関してダウンリンクの変更元のセルを監視す
ることができる。ＵＥが拡張されたサービングセルの変更手順を用いて構成されており、
目標のセルがセルの事前に構成されたリスト内にある場合、ＵＥは、たとえそれらのＵＥ
が測定レポートを送信しなかったとしても、ハンドオーバ命令またはメッセージに関して
目標のセルの監視を開始することができる。アイドルモードの手順と同様に、応答が設定
時間内にネットワークによって受信されない場合、ＵＥは、測定レポートを開始し、ＵＬ
でメッセージを送信することができる。
【０１１９】
　ＵＥによってハンドオーバ完了メッセージを送信することに関連するオーバヘッドを削
減するために、ＵＥがその時間以内に応答することになっている時間に対してオフセット
が適用され得る。オフセットは、ハンドオーバメッセージでネットワークによって構成さ
れる可能性があるか、またはＵＥが、設定最小値と設定最大値の間の数をランダムに選択
する可能性がある。しかし、ハンドオーバ中のシグナリングの負荷を削減するために、例
えば、すべてのＵＥにハンドオーバの再構成メッセージを送信することを避けるために、
以下のうちの１つまたは複数が使用され得る。
【０１２０】
　グループ識別情報を使用することによって、各ＵＥに送信される１つのハンドオーバの
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再構成メッセージの代わりに、１つのハンドオーバの再構成メッセージは、ＵＥのグルー
プに送信され得る。
【０１２１】
　１つのＵＥ、またはＵＥのサブセットが、ハンドオーバ要求に応答する可能性がある（
ＵＥの残りは、成功の場合ではなく、ハンドオーバが失敗である場合に応答することに制
限される可能性があり、失敗の応答のみを送信するこの概念は、ハンドオーバのための再
構成を含むＲＲＣメッセージだけでなくその他のＲＲＣメッセージにも拡張され得る）。
【０１２２】
　ネットワークがいくつかのデバイスから同一の測定を受信する場合、ネットワークは、
各デバイスが異なる時間に新しいセルにハンドオーバし、結果として、異なる時間にネッ
トワークに応答を送るように、ハンドオーバに関する異なる遅延を追加することができる
拡張されたハンドオーバの構成メッセージを各デバイスに送信することができる（ネット
ワークは、拡張されたハンドオーバの構成で、デバイスのうちの１つまたはデバイスのサ
ブセットに、それらのデバイスが完了を送信しなければならないことを指定することもで
き、一方、ＵＥの残りに関しては、それらのＵＥは、失敗の場合に応答することができる
）。
【０１２３】
　グループメッセージが、いくつかのＵＥに送信され得る。ネットワークは、そのメッセ
ージで２つ以上のＵＥの識別情報を示すオプションを有する可能性がある。ネットワーク
は、１つの共通の構成を提供する可能性があり、ＵＥに固有の情報に関しては、ネットワ
ークは、リストを用いて同じメッセージでその情報を提供する可能性があり、例えば、Ｒ
ＮＴＩ（無線ネットワーク一時識別情報（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ））が、すべて同じメッセージで提供される可能性がある。これ
は、セル更新確認、ＲＲＣコネクションセットアップ、ＲＲＣコネクション再構成、無線
ベアラセットアップ／再構成、トランスポートチャネル再構成、物理チャネル再構成、お
よびその他の構成メッセージを含むがこれらに限定されない任意の構成メッセージに適用
できる可能性がある。メッセージは、以下、すなわち、共通情報（ＳＲＢ、無線ベアラ、
トランスポートチャネル、物理チャネル情報を含むがこれらに限定されない）と、ＵＥの
識別情報のようなＵＥに固有の情報（アドレス指定されるすべてのＵＥの識別情報、例え
ば、ＩＭＳＩのリスト、新しい一時的な識別情報（例えば、ＲＮＴＩ）のリスト、および
その他の専用のパラメータのリストも含められ得る）のうちの１つまたは複数を含み得る
。
【０１２４】
　１対１のマッピングが適用されることができ、すなわち、第１のＵＥの識別情報（例え
ば、ＩＭＳＩ）は、リストの第１の一時的な識別情報を一時的な識別情報として得る。同
じマッピングが、ＵＥに固有の構成の残りに対して適用され得る。
【０１２５】
　マスタ機器（例えば、マスタＵＥ）は、グループのＵＥと通信することができる可能性
がある。マスタ機器は、マスタ機器が制御するＵＥの代わりに手順を実行することができ
る。
【０１２６】
　グループ手順を管理し、最適化するために、例えば、シグナリングのオーバヘッドまた
は特定のＵＥのバッテリ消費を削減するために、専用のマスタ機器が、グループ全体を代
表して特定の手順を実行する役割を担うことができる。本明細書において使用されるマス
タ機器は、１つまたは複数のデバイスを含み得る。
【０１２７】
　以降で使用されるとき、マスタ機器は、測定、ＲＲＣのコネクションの確立、ネットワ
ークの登録、ハンドオーバ手順、および／またはセルの選択／再選択手順を含むがこれら
に限定されない手順をその他のＵＥに変わって実行する機器として定義され得る。
【０１２８】
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　さらに、マスタ機器は、（例えば、以下で説明されるように）ＵＥと直接通信すること
ができる機器である可能性がある。ＵＥとの直接の通信は、３ＧＰＰ通信を介して、また
はその他の非３ＧＰＰ通信を使用することによって実行され得る。
【０１２９】
　マスタ機器は、ＵＥのグループと、およびネットワークと通信することができる（図２
参照）。例は、機能が限られた特別なリレー、Ｈ（ｅ）ＮＢ、ＵＥ、マスタＭＴＣ　ＵＥ
、（機能が限られた）軽装備のＮｏｄｅＢ（ｌｉｇｈｔ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）などである可能
性がある。マスタ機器は、ＵＥと通信し、実際のセルとして振る舞うことができる。一部
のマスタ機器は、セルとして振る舞うことができないが、やはりその他のＵＥと通信する
ことはできる可能性がある。マスタ機器は、固定である可能性があるか、または（例えば
、トラック、列車などで）移動する可能性がある。
【０１３０】
　マスタ機器は、ネットワークによって明示的に構成されるか、または本明細書において
開示される手順のうちの１つもしくは手順の組み合わせによって決定され得る。
【０１３１】
　ＵＥのグループがマスタ機器の存在を検出し、マスタ機器を選択するために、以下のう
ちの１つまたは複数が使用され得る。
【０１３２】
　特定のグループに属するＵＥが、マスタ機器に接続することを許される可能性がある。
【０１３３】
　ＵＥは、その他のセル（例えば、最も近いセル）を処理するときにマスタを検出するこ
とができる。
【０１３４】
　マスタ機器は、特別な識別情報を有する可能性があり、マスタ機器は、特定のＰＳＣ／
ＰＣＩを使用する可能性があり（この場合、マスタ機器のシステム情報を読み取る必要が
ない可能性がある）、および／またはマスタ機器は、ＣＧＩの特定のＣｅｌｌ　Ｉｄｅｎ
ｔｉｔｙを使用する可能性がある（この場合、マスタのシステム情報を読み取る必要があ
る可能性がある）。
【０１３５】
　より高いセルの再選択の優先度またはオフセットが、ＵＥが異なるセル（例えば、マク
ロ／ピコ／フェムトセル）に接続するよりもこのセルを優先するように、マスタ機器に与
えられ得る。任意的に、ＵＥは、マスタセルの品質が閾値未満になる場合、またはＵＥが
もはやマスタセルを検出しない場合、異なるセルを実行するかまたは異なるセルに接続す
るように試みるだけである可能性がある。
【０１３６】
　ＵＥがＰＳＣ／ＰＣＩを検出すると、ＵＥは、システム情報を読み取ることを試みるこ
とができ、ＳＩに含まれるＣｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ／ＣＧＩに基づいて、それがマス
タであるかどうかを判定することができる。
【０１３７】
　マスタの識別情報が、その他のセルによってブロードキャストされる可能性がある－マ
スタの識別情報もしくはＰＳＣ／ＰＣＩが、マスタが位置する（マクロ）セルにおいてブ
ロードキャストされる可能性があり、マスタ機器が属するグループの識別情報が、ブロー
ドキャストされる可能性があり、および／またはセルがマスタ機器の識別情報のその他の
ＵＥへのブロードキャストを開始することができるように、マスタ機器が、そのマスタ機
器が位置するセルに登録する可能性がある。
【０１３８】
　マスタセルのシステム情報内の新しいＩＥが、それがマスタであることを示す可能性が
ある－素早い検出のためにＭＩＢに、またはＳＩＢにある可能性がある。マスタ機器のブ
ロードキャストは、ＭＩＢに、またはＭＩＢおよび１つもしくはいくつかのＳＩＢに制限
され得る。それらは、通常のセルと同じ量の情報をブロードキャストする必要がない可能
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性がある。最小の情報は、以下のうちの１つまたは複数を含み得る。
【０１３９】
　それがマスタ機器であるか否かを示すブール値。
【０１４０】
　セル識別情報／ＣＧＩ、またはその他の種類の識別情報、例えば、マスタ機器に対して
のみ使用される識別情報である可能性があるマスタ識別情報。
【０１４１】
　一部のＵＥが登録することを可能にするためのグループ識別情報。
【０１４２】
　例えば、それが固定のマスタ機器であるか、または（例えば、列車、トラック、または
その他の移動する乗り物で）移動するマスタ機器であるかを示すためのマスタ機器の種類
の指示。
【０１４３】
　ＵＥは、マスタ機器に接続するため、またはマスタ機器を検出するために必要とされる
情報を明示的に与えられ得る。これは、ＮＡＳメッセージ、ＲＲＣメッセージ、または任
意のその他の登録メッセージで提供され得る。ＵＥは、ＵＳＩＭ内のこの情報を用いて事
前に構成され得る。
【０１４４】
　ＵＥのグループは、以下のうちの１つまたは複数によってマスタ機器に知られる可能性
がある。
【０１４５】
　新しいマスタ機器を選択するとき、ＵＥは、マスタ機器に登録する必要がある可能性が
あり、したがって、マスタ機器は、そのマスタ機器がどのＵＥと通信する必要がある可能
性があるかを知る。
【０１４６】
　それが知られているグループである場合、ＵＥは、登録する必要がない可能性があるが
、マスタ機器は、（例えば、一緒に移動する計量デバイスに関して）どのＵＥがグループ
内にいるかを事前に認識している。マスタ機器は、より上位のレイヤのネットワークのシ
グナリング、ＮＡＳシグナリング、ＲＲＣによって知らされるか、またはＵＳＩＭ内に事
前に構成される可能性がある。
【０１４７】
　ネットワークは、そのネットワークが（例えば、ＭＴＣのコントローラから）受信した
グループ内のＵＥのリストをマスタ機器に送信することができる。
【０１４８】
　ＵＥは、一緒にリンクされたままである可能性があり、グループは、永続的である可能
性がある。しかし、１つまたは複数のＵＥは、（例えば、一時的なグループにおいては）
エリアを離れる可能性がある。以下のうちの１つまたは複数が、ＵＥがマスタ機器の制御
のエリアを離れるときをマスタ機器に知らせるために使用され得る。
【０１４９】
　ＵＥは、そのＵＥがもはやマスタ機器と通信できないか、もしくはマスタ機器を検出で
きないか、または品質が閾値未満になるときに、ネットワークにレポートを送信すること
ができる。一部の構成に関して、これは、ネットワークへの改ざん（ｔａｍｐｅｒｉｎｇ
）／破壊（ｖａｎｄａｌｉｓｍ）／窃盗（ｔｈｅｆｔ）のレポートでさえあり得る（例え
ば、ＵＥが、そのＵＥがもはやそのＵＥのマスタ機器または特別なＵＥに接続できないか
、またはそれを検出できないと判定するとき、そのＵＥは、それを、セキュリティの侵害
が検出されたことをマクロセルを介してネットワークに知らせるためのトリガとして使用
する可能性がある）。
【０１５０】
　ＵＥは、登録抹消メッセージを古いマスタ機器に送信することができる。ＵＥがもはや
ネットワークと通信できない場合、ネットワークが、ＵＥからのレポートを受信した後、
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マスタ機器に知らせることができる。
【０１５１】
　ＵＥによってマスタ機器に周期的に送信される基本的な検査メッセージが存在し得る。
【０１５２】
　ＵＥからマスタ機器への周期的なレポートが、行われ得る。
【０１５３】
　マスタ機器は、そのマスタ機器の制御下のＵＥに周期的にｐｉｎｇを打つ可能性がある
。それらのＵＥのうちの１つが応答しない場合、そのマスタ機器は、そのＵＥがもはやグ
ループの一部ではないと判定することができる。
【０１５４】
　ネットワークが、どのマスタ機器がＵＥを制御するかを知る必要がある可能性がある。
これは、以下のうちの１つまたは複数によって遂行され得る。
【０１５５】
　マスタ機器が、そのマスタ機器の制御下のＵＥのリストを含む登録メッセージをネット
ワークに（例えば、周期的に、新しいＵＥがそのマスタ機器のグループに加わるかまたは
そのグループを離れるたびに、など）送信する可能性がある。
【０１５６】
　マスタ機器が手順を実行するとき、マスタ機器は、そのマスタ機器のグループ内のＵＥ
のリストを作成する可能性がある。
【０１５７】
　マスタ機器／ＵＥの関連付けが、事前に決定される可能性がある。
【０１５８】
　マスタ機器は、測定、モビリティ、およびその他の手順を実行することができる。その
他のＵＥは、アイドルモードのままである可能性があり、モビリティ手順を実行しない可
能性がある。それらのその他のＵＥは、マスタ機器に接続されたままであることができ、
ページング要求を監視する責任を負う可能性がある。
【０１５９】
　ＵＥは、マスタ機器にキャンプオンしたままであることができる。ネットワークは、そ
のネットワークがＵＥにページングする必要がある場合、マスタ機器にページングするこ
とができる。マスタ機器は、ページングをグループ内のＵＥに転送することができる。ネ
ットワークからのページングは、ＵＥに固有であるか、またはグループに固有である可能
性がある。
【０１６０】
　ＵＥは、ＤＲＸにある可能性があり、マスタ機器からのページングを受信するためにペ
ージング機会を監視する必要がある可能性がある。これらは、ネットワークに関するペー
ジング機会と同じであるか、または異なるページング機会である可能性がある。ページン
グ機会は、ＵＥの間で同じである可能性があり、したがって、マスタ機器は、ページング
を一回転送する可能性がある。ページング機会は、ＵＥに固有である可能性があり、した
がって、ネットワークからのＵＥに固有のページングが到着する場合、その他のＵＥはそ
の情報を受信する必要がない。ＵＥがマスタ機器に登録するとき、そのＵＥは、そのＵＥ
がページング機会を計算することができる一時的なグループ識別情報もしくは一時的なＵ
Ｅの識別情報を得ることができるか、またはそのＵＥが、ページング機会情報（例えば、
いつ監視すべきか）、ページング機会のフレーム番号、および／またはページングインジ
ケータ（ｐａｇｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を得ることができる。一時的な識別情報または
ＵＥの識別情報は、ネットワークによってやはり受信される可能性がある。
【０１６１】
　マスタ機器がネットワークからページングを受信するとき、そのマスタ機器は、そのマ
スタ機器の制御下の対応する（１つまたは複数の）ＵＥにページングすることができる。
ページングは、ネットワークからのページングの転送である可能性がある。マスタ機器は
、ページングをＵＥへ、またはＵＥのグループへ中継することができる。マスタ機器は、
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１つのＵＥ（または複数のＵＥ）にウェイクアップし、マクロセルに接続／マクロセルを
選択してページングを受信するように命じるために本明細書において開示される技術のう
ちの１つを用いて、ページングによって１つのＵＥ（または複数のＵＥ）に指示を送信す
るために使用され得る。
【０１６２】
　マスタ機器がページングメッセージを転送する場合、ＵＥは、以下のうちの１つまたは
複数を実行する可能性がある。
【０１６３】
　ＵＥは、マスタ機器を介してページングに応答することができる。
【０１６４】
　ＵＥは、近隣のセルの測定を開始し、マクロセルを選択し、マクロセルにキャンプオン
するように試み、システム情報を読み取り、セルに接続し、ページングに対する応答を開
始する（例えば、ＲＲＣコネクション要求を開始する）可能性がある。ＵＥのセルの選択
を支援するために、マスタ機器は、ＵＥに、マスタ機器が現在接続されているマクロセル
のＰＳＣ／ＰＣＩ、または基本的な動作を実行するために必要とされるＳＩＢ、およびよ
り上位のレベルの位置登録、ルーティング、またはトラッキング登録に関連するＵＥに固
有の潜在的な情報（この情報は、ネットワークによって実際の更新が行われるときにＵＥ
にやはり提供され得る）を提供する可能性がある。この情報は、ネットワークによって送
信され、マスタによって転送されるページングメッセージに含められ得る。これは、自律
的に実行される可能性があるか、またはＵＥが、そのＵＥがマクロセルに接続するために
マスタセルのカバーエリアの外に移動していることをマスタセルに最初に教える可能性が
ある。
【０１６５】
　マスタ機器が、ネットワークがＵＥにページングしたいことをＵＥに知らせる役割を担
う場合、以下のうちの１つまたは複数が行われ得る。
【０１６６】
　ページングメッセージのないページングの指示が、ＵＥに、そのＵＥがウェイクアップ
し、最良のセルへのセルの選択を実行すべきであることを指示する可能性がある。そのと
き、ＵＥは、ネットワークにＲＲＣコネクション要求を送信する可能性がある。ＵＥは、
実際のページングメッセージを受信するために新しいセルで待つ可能性もある。
【０１６７】
　ページングメッセージまたは新しいメッセージが、以下、すなわち、ネットワークがＵ
Ｅに接続するように試みていること、１ビットの情報が与えられること、またはマスタ機
器がＵＥがマクロセルもしくはマスタが接続されているセルに接続するのを支援するため
の情報を提供することのうちの１つまたは複数を示すためにＵＥに送信され得る。
【０１６８】
　ページングを受信すると、ＵＥは、セルへの選択を行うことができ、ページングメッセ
ージを受信するために事前に決定された期間アウェイク状態のままであることができるか
、またはＵＥは、即座にＲＲＣコネクション要求を開始することができる。
【０１６９】
　ＵＥは、ＵＥがページングを受信したこと、またはＵＥが異なるセルに移動したことを
マスタ機器に知らせることができる。ネットワークは、応答を受信すると、マスタに知ら
せることができる。
【０１７０】
　ＵＥがページングに応答するための方法は、以下のうちの１つまたは複数を含み得る。
【０１７１】
　ＵＥは、マスタ機器に応答する可能性があり、マスタ機器が、応答を転送することがで
きる。転送される応答は、グループ内のＵＥを代表するグローバルな応答である、ＵＥの
応答を連結する応答である、ＵＥの識別情報のリストを含む、および／またはマスタ機器
の制御下のＵＥが応答したことをネットワークに示す可能性がある（ネットワークは、ど
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のＵＥがどのマスタ機器の制御下にあるかを認識している可能性がある）。
【０１７２】
　ＵＥは、ＵＥがセルを選択し、応答することができること、および／またはＵＥが、ペ
ージング内のセルのＰＳＣ／ＰＣＩを受信し、応答することができることを含むさまざま
な方法でネットワークに直接応答する可能性がある。
【０１７３】
　ＵＥがＵＬで送信するデータ、例えば、モバイル起源のデータを有し、ＵＥがマスタ機
器に接続されているとき、以下のうちの１つまたは複数が、ネットワークと通信するため
に実行され得る。
【０１７４】
　ＵＥが、マクロセルまたは新しいセルのセルの選択を実行し、通常の解決策を継続する
可能性がある。
【０１７５】
　ＵＥが、そのＵＥがアップリンクのアクセスを実行したいことをマスタ機器に知らせる
可能性がある。マスタ機器は、本明細書において説明されるように、ＵＥが新しいセルで
セルの選択を実行するのを支援するための情報を提供する可能性がある。
【０１７６】
　マスタ機器が、要求をネットワークに転送する可能性がある。
【０１７７】
　ネットワークが、マスタ機器を介してＵＥに関するコネクションメッセージを送信する
可能性があり、実際のマクロセルに関するハンドオーバ情報を提供する。これは、上述の
ページングメカニズムに適用できる可能性もある。
【０１７８】
　マスタ機器が使用されるとき、セルの選択／再選択の測定を実行し、必要なときにセル
を選択し、新しいセルを再選択し、周期的なエリア更新および非周期的なエリア更新を含
むエリア更新をネットワークに送信するのはマスタ機器である可能性がある。
【０１７９】
　マスタ機器が、そのマスタ機器が新しいＬＡ／ＲＡ／ＲＡ内にいることを検出するとき
、マスタ機器は、モードに応じて、Ｃｅｌｌ　Ｕｐｄａｔｅ（ＵＭＴＳ）またはＬＡ（Ｕ
ＭＴＳ）／ＲＡ（ＵＭＴＳ）／ＴＡ（ＬＴＥ）更新要求をネットワークに送信する可能性
がある。アイドルモードである場合、マスタ機器は、ＬＡ／ＲＡ／ＴＡ更新要求を送信す
る前に、最初にＲＲＣコネクション要求を送信し、ＲＲＣコネクションセットアップ手順
を経る可能性がある。
【０１８０】
　ＬＡ／ＲＡ／ＴＡの変化を示すためにマスタによって送信されるメッセージは、グルー
プ内のＵＥのリスト（識別情報のリスト）を含むことができ、したがって、ネットワーク
は、グループ内のＵＥが新しいエリアに登録することを知ることができる。代替的に、ネ
ットワークがＵＥにページングする必要がないときは、ネットワークはそのネットワーク
のページングをマスタに制限することができるので、メッセージは、いかなるＵＥのリス
トも含まない可能性がある。
【０１８１】
　ネットワークが、共通の構成およびＵＥに固有の構成を含む、マスタ機器への確認また
は構成メッセージをマスタ機器に送信する可能性がある。マスタ機器は、メッセージをグ
ループ内のＵＥに転送することができる。ネットワークは、各ＵＥにメッセージを直接送
信する可能性もある。
【０１８２】
　マスタ機器が、グループ内のＵＥの代わりに接続モードで測定を実行する可能性がある
。ネットワークは、マスタ機器に測定制御を送信することができ、マスタ機器は、ネット
ワークに測定レポートを送信することができる。
【０１８３】
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　ハンドオーバ中のシグナリングが、以下のうちの１つまたは複数を実行することによっ
て削減され得る。
【０１８４】
　ネットワークが、ハンドオーバに関する再構成をマスタ機器に送信することができ、マ
スタ機器が、その再構成をグループ内のＵＥに転送することができる。ネットワークは、
マスタ機器に、そのマスタ機器がどのＵＥに再構成を送信する必要がある可能性があるか
を指定することができる。以下のうちの１つまたは複数が、適用され得る。
【０１８５】
　グループ内のＵＥが、マスタ機器に応答する可能性があり、マスタ機器が、グループ内
のＵＥのそれぞれが新しいセルにハンドオーバすることが可能であった場合にネットワー
クに成功の通知を送信する可能性があり、マスタ機器が、どのＵＥが正常にハンドオーバ
することができ、どのＵＥが失敗したかをネットワークに示す可能性があり、および／ま
たはマスタ機器が、どのＵＥが失敗したか（すなわち、新しいセルにハンドオーバできな
かったか）をネットワークに示す可能性がある。
【０１８６】
　マスタ機器が、グループ内のすべてのＵＥに共通の再構成またはデータを転送するため
に使用され得る。
【０１８７】
　再構成またはデータがグループ内の単一のＵＥに専用であるとき、ＵＥとネットワーク
の間の通信が使用され得る。
【０１８８】
　図２は、ネットワークおよびグループ内の１つまたは複数ＵＥを制御し、および／また
はそれらと通信するためにマスタ機器を例示的に使用するシステムを示す。図２は、さま
ざまな機器、例えば、ＵＥのグループ内のＵＥ２１０と、マスタ機器２２０と、ネットワ
ーク２３０とにおいて、および／またはそれらの間で行われるアクションを示す。例えば
、図２は、ＵＥ２１０がマスタ機器２２０を発見すること、マスタ機器２２０に登録する
こと、およびマスタ機器２２０から登録の承認を受信することを示す。マスタ機器２２０
は、登録されたＵＥのリストをネットワーク２３０に送信することができ、ネットワーク
２３０は、リストを承認することができる。
【０１８９】
　図２は、マスタ機器２２０が、測定およびエリアの変化の検出を含むその他の機能を実
行することができることを示す。マスタ機器２２０は、ネットワーク２３０を更新し、ネ
ットワーク２３０からの承認を受信することができる。
【０１９０】
　図２は、ネットワーク２３０が、マスタ機器２２０を介したページングを用いることに
よってＵＥ２１０（または複数のＵＥ）と通信することができることを示す。
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